
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

          

 

                        

    

                                 

   

                                

                              

                                          

                                 

   

   

 

 

      

                                                                                     

      

   

    

                             

                                                                             

    

 

 

 

 

 

  

 来賓あいさつ 

 東日本本部、武田書記長 

組織拡大について、若い加入

者の声に自信を持ち、呼びかけ

を続けていきたい。若者たちの

丌満や悩みをつかみ、労働組合

の重要さを訴えていく。 

 再雇用組合員も９割を超

える現状で、グループ会社の

様々な問題についても改善を

要求していく。 

散漫させるべきではない。 

運輸区分会（蘇我・竜崎） 

 会社施策により、通常行路に 

が、出来ることは幾らでもある

はず。ＪＥＳＳは訓練・教育に

もっと時間をかけ、内容を充実

させるべきだ。 

木更津分会（長浦・石橋）  

 地本内で唯一の地域分会と

して活動している。広域に点在

する仲間とどう顔をあわせ意

思統一を図るかが課題である。 

色々な職制が集まる中、それぞ 
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 物価上昇に 

負けない賃金 

を勝ち取る。益 

々の団結が強化

されることを願

う。  等々 

 討論（質疑・応答） 

千葉分会（小見川・安田） 

 変革２０２７により、国鉄改

革当初のお客さま第一、地域密

着、安全安定輸送の確立、サー

ビス向上が日ごとに消え去っ

ている。労働組合の影響力の低

下と、悪政が原因だ。 

 統括センター設立に伴い、乗

務員の予備問題等について、労

基法に反する。 

会社の都合で社 

員を使いまわす 

ことは許されな 

い。本人希望で 

なければ、他の 

仕事で注意力を 

  

対応も現実的では

なく、説明も丌十

分。会社の施策は

ここ数年、お粗末

なものばかりで憤

りを感じる。 

津田沼分会（潮見） 

太田  外国の旅行

者が増えている中 

 

 

駅での指定業務（ホ

ーム巡回、旅客案内

等）が設けられた。

今後、時間や内容

が拡大されること

が懸念される。乗

務員による車椅子 

行い「一人で悩まずに」

と訴えた。希望外のエ

ルダー先で仲間が怪我

をするも、理丌尽な扱

いで、精神的にもまい

っている状況。 

役 員 改 選 

 左別枠の通りです。 

退任される方々からあ 

 

 

 

 

と な っ て い

る。忙しい時

も 管 理 者 は

手伝わない。

金 を 扱 え な

い と い う 規

約 も 問 題 だ

が、他にも出

来る 

半導体丌足でスイカが発売中止 

れの問題点や課題を共通

認識に出来ることが最大

のメリットであり、地域の

活動にも生かされている。 

千葉機関区分会（越川） 

 他の機関区では、６５

歳以上でも働けるのに、

軸 

いさつをいただきました。長い

間、本当にお疲れさまでした。

集約・団結ガンバロー 

「分会再編で広範囲になる

が、お互い足を運びながら顔を

合わせる工夫をお願いしたい」

と集約のあと、加藤委員長の団

結ガンバローで閉会しました。 

自 区 で は 断

られた。 

設備分会 

（西保・寺林） 

 新 規 採 用

者に対し、組

合 説 明 会 を

行い 


